
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

エルー

人間

冒険者

13

500

剣の加護/運命変転

男 不詳

決して叶わない願いがある（固定）
臨死体験したことがある
魔剣の迷宮で迷子になったことがある

12

7

10

3 7 22 3

8 10 30 5

7 14 28 + 2 5

11 6 24 4

11 22 43 + 1 7

3 5 18 3

フェンサー

プリースト/ライフォス

スカウト

エンハンサー

アルケミスト

9

13

7

6

2

ルーンマスター

トレジャーハント

ファストアクション

魔法拡大/数

魔力撃

マルチアクション

武器習熟A/スピア

魔力撃強化

武器習熟S/スピア

武器の達人

IB34

2120

2123

IB39

IB39

IB39

IB31

IB32

IB31

IB31

交易共通語

魔動機文明語

リーゼン地方

○ ○

○ ○

○ ○

マッスルベアー

ビートルスキン

キャッツアイ

オウルビジョン

スフィンクスノレッジ

デーモンフィンガー

ヴォーパルウェポン

バークメイル

称号『夜の先へ』

専用化：武器

専用化：防具

専用化：聖印

専用化：ブラックベルト

多機能ブラックベルト

30

150

50

50

20

1300 1600

0

0

9 12 14 14

0

マナコート

炎嵐の盾

1

13 1

15

7

1

9フェンサー

マナスタッフ

イルミナンス

パルチザン

魔力+1、魔法の武器

合言葉を唱えると光って周囲の「五感」「機械」のキャラを盲目にする（精神抵抗20）

過去に使われていた武器　もう使う事はないだろう。

2H

1H

1H

3 1

12

7 -1

14

13

12

11 14 13

9 14 32

9 17 22

15020

3 37 111 15 9 63

0/× 12 17 16 57

神聖魔法 13 20

バルバロスフード

蝙蝠の耳飾り

ひらめき眼鏡

聖印

ウェポンホルダー

怪力の腕輪

多機能ブラックベルト

韋駄天ブーツ

背水のネックレス

知性の指輪

アルケミーキット

蛮族と誤認させる

盲目、透明のペナルティ軽減

見識、探索判定+1

始祖神の聖印

マナスタッフ/盾の着脱用

3Rの間、器用・敏捷・筋力を+12 効果終了後は翌日午前6時まで-6

目的は果たされた。果たされた末に得るものは無かった。男に残ったものは何も無かった。
終わりのない夜を終わらせた。誰かしらの救済を振り払って、何もない朝を迎えたのだった。
「結局自分は何のために生きていた？」と。ただ、それだけの問いだった。もはや、何も無い。

あの時に、刃を交えて死にきれていたならば――生死の境で、誰かに呪われなければ、きっと。
それでも生きていたのだから。救済の手を差し伸べた誰かは、間際の夢で自らを呪って去った。

しかし、何もないという答えに納得が往かなかった男は、生きた屍のように各地を彷徨った。
時には、魔剣の迷宮に迷い込む事もあったが……結局、それでも、やはり、死にきれなかった。

かの聖者のように大地を流離い、乞うものに手を差し伸べてはみたが、何も変わる事はない。
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